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学校法人エイシンカレッジ 

新潟こども保育カレッジ 

学校関係者評価委員会 

  

学校法人エイシンカレッジ 新潟こども保育カレッジ 学校関係者評価委員会は、令和 

４年度学校自己評価の結果に基づき学校関係者評価を実施しましたので、以下のとおり報

告致します。  

  

１．開催日時 

日時：令和 5 年 6 月 9 日（金） 10:00～12:00    

 

２．開催場所    

場所：新潟こども保育カレッジ 4Ｆ教室  

  

３．出席者  

委員会の出席者は以下のとおり。 

〈外部評価委員〉 

南浩子（ほうゆう保育園園長）、野田和江（なでしこ青空保育園園長） 

〈内部評価委員〉 

学校長、副校長、教務主任、学科主任 

 

 ４．委員会次第 

  （１）開会 

  （２）学校長挨拶 

  （３）出席者紹介 

  （４）令和４年度事業報告 

  （５）自己評価結果に関する報告及び意見交換 

  （６）閉会  

  

 

 

 



 

５．自己評価結果に関する報告及び意見交換について 

  （１）教育理念・目標  

    ・教育理念及び目標は適切に設定されており問題はない。 

   ・安定した入学者数を維持しており、学校全体として多くの学生が在籍している。

これまで同様、丁寧な指導をお願いします。 

  

 （２）学校運営 

      ・運営方針、事業計画は、人員が増加したことも踏まえながら、教育理念、目標

に沿って、作成及び運営されている。 

    ・令和 5 年度は、様々な物品が値上げされる。教育活動に支障のないように適正

な支出に努めてほしい。   

    ・新型コロナについて、令和５年度には対応に変更があるので、学校行事を含め、

より良い学校運営をお願いしたい。 

  

 （３）教育活動 

        ・学生が社会に出た際に実践につながるような有益な教育内容・学びたくなる教

育環境に尽力している。 

    ・学生の利益となる授業が展開できるよう、学内での研修の取り組みは、学校の

教育力向上の一助として期待している。 

    ・教職員全体で学生の情報を共有できるシステムが構築することは、学生の学校

生活を教職員一体となりサポートできることにつながるので、継続して行って

ほしい。 

  （４）学修成果 

    ・教職員の個別指導、支援の姿勢が、学生の安定した学修継続につながっている。 

    ・学内進学（短大併修）希望者は一定数保持、今後は増加が予想されるとのこと。 

     保育士資格・幼稚園教諭免許を取得し、社会的ニーズに広く応えられる人材育 

成を続けてほしい。 

・在学中、施設見学やインターンシップ、ボランティア活動などを進んで行える

主体性をもった学生の育成ができるよう学修やキャリア指導を展開していっ

てほしい。 

・社会の変化に伴い、保育のニーズも変化している。卒業生や系列園、実習園、

施設と連携し、在学期間に職業意識を育む取り組みをしてほしい。 

 

（５）学生支援 

・クラス担任制を導入していることで、学習や実習、その先の就職について、教

職員は学生との個別対応を重視し、連携をとっていることが感じられる。学生



にとって有益な教育環境と支援体制を続けてほしい。 

・一人暮らしの学生も複数おり、学習面のみならず、健康管理や生活指導等 

 行き届いた支援が行われているので、今後も同様に対応してほしい。 

・学校外部へのボランティア活動を推進する姿勢は、社会貢献・福祉につながる

実践であり、今後も拡充していってほしい。 

・在学期間のみのサポートではなく、卒業生に対しても連携や協力体制を可能と

しており、学校のキャリア教育が充実していると感じられる。 

 

（６）教育環境 

        ・保育現場での実践経験豊富な教員による指導やアドバイスにより、学生の不安

や心配を軽減できたことは、学科内のサポート環境が充実していたが故である。 

    ・物的環境、人的環境共、今後も学生の利益を最優先し、充実を図ってほしい。 

     学生に有益な学習環境については、アンケートなど、学ぶ学生自身の声を反映

できるとよい。 

 

 （７）学生の受入れ募集 

    ・良好である。 

・少子化に伴う学生募集は今後ますます厳しい状況になっていくと思うが、引き

続き 適正な募集活動を行ってほしい。 

 

  （８）財務 

    ・良好である。 

 

（９）法令等の遵守 

    ・特になし 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

・地域の小学校での学習支援ボランティアや施設ボランティア、病棟ボランティ

ア、こども園ボランティア等、学生が主体的に活動できている。社会貢献・地

域貢献の機会や場を学生に多く与えられるよう、学科教員や就職担当者が継続

的に支援をしてほしい。 

・開かれた学校として、地域や外部に対し、学校へ招致しての催しなど企画して

みることも、学校の教育力向上や「保育士」の職業理解の促進にもつながるの

で取り組んでみてはどうだろうか。 

 


